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2005年natureなどをもとに中村征樹氏が作成した資料より 



なぜ不正を起こすのか（白楽
ロックビル氏） 
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科学研究者の事件と倫理 白楽ロックビル著 講談社 ２０１１ 



インパクト・ファクター 

X-1年及びX-2年に発行され
た論文がX年に引用された数 

÷ 
X-1年及びX-2年に発行され
た総論文数 

TM 



33.116 31.48 42.351 

2013年 
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10.748 



高いインパ
クト・ファ

クター 

名誉 地位 研究費 



ポストドクター 
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１９９５年までは文部省（現文部科学省）のみ 
１９９６年から２００３年までは政府全体（文部科学省調べ） 
２００４年からは科学技術政策研究所調べ 
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大学院生 

学校基本調査 
修士、博士を含む 



大学教員市場の「開放系数」 
（その年度の新卒採用教員数/その年の3月の博士課程修了者数） 
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データえっせい http://tmaita77.blogspot.jp/2013/01/blog-post_15.html 



若手教員の任期制 

内閣府 独立行政法人、国立大学法人等の科学技術関係活動（平成22事業年度）に関
する調査結果概観 



ポスドクは雇用の調整弁 

ポストドクター等の雇用・進路に関する調
査 －大学・公的研究機関への全数調査
（2012 年度実績）－ 速報版 
科学技術・学術政策研究所 

あり 

なし 

文科省審議会の議事録より 

タンパク3000プロジェクト終了

数ヶ月後の就職先（230人） 

高齢化している 



研究開発企業の
ポスドク採用 

あり 

なし 

民間企業の研究活動に関する調査２０１２ 科学技術・学術政策研究所 



正規職への移行率は中卒以下 

ポストドクターの正規職への移行に関する研究 
科学技術・学術政策研究所 



企業、公務員など 大学、研究所 

ポスド
ク 

博士 
修士 22歳 

24歳 

30代 
非正規
労働者 

学部卒 

60歳 

特定助教 
特任准教授etc 



ピペド＝ピペット奴隷、土方 

もっと働け！ 
結果出せ！ 

学位 
研究費 

実験器具 

紹介状 

学位欲し
いし… 

推薦状必
要だし… 就職先な

いし… 



上司とキャリアについて話し合う？ 

よく話し合う 
7% 

たまに話し合

う 
42% 

ほとんど話し

合わない 
34% 

全く話し合

わない 
17% 

日本学術会議提言 生命系における博士研究員（ポスドク）並びに任期制助教及び任期制助手等の現状と課題 
http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-21-t135-1.pdf 



誰も「教育」していない 

東京女子医大 
女子医
に任せ
たもん
ね 

早稲田大学 

早稲
田の
学生
だも
んね 

ハーバード
の人だもん

ね 

理研CDB ユニット
リーダー
だもんね 



博士号 

日本の博士号はディプロマミル 

日本に
なんか
留学す
るか！ 

日本の博
士なんか
採用する

か！ 



捏造は「構造的問題」 
データい
じっちゃ
えよ！ 



STAP細胞論文事件 2014 

2本の論文に不正 
•高いインパクト・ファ
クター（nature） 

研究費獲得？名誉？ 



東邦大学事件 2012 

172本の論文に不正 
•低いインパクト・ファ
クター✕数 

地位の獲得に利用 



http://dx.doi.org/10.1241/johokanri.56.156 

科学技術基本法
（1995） 

ポスドク１万人
計画（1996） 

国立大学法人化
（2004） 

重点4分野
（2006～） 

博士倍増計画
（1991） 

大学院重点化（1990年
代前半～） 



不安定な身分、激烈な競争 

時間の自由度低 

優秀な若者が憧れない 

精神的重圧 

社会の荒廃 

優れた研究成果出ない 

捏造への誘惑 

ハイリスクの研究
に挑戦できない 

スキルアップに
投資できない 

社会で活躍できない 

私生活との両立困難 

流動性に乏しい社会 

若手が独立できない 

博士に不信、偏見 





研究評価に関するサンフランシ
スコ宣言（DORA） 



DORAの主張 

ジャーナルのインパクト・ファクターのような、ジャーナル
ごとの尺度を廃止しなければならない  

研究の評価は、掲載されているジャーナルではなく、その研
究自体の功績にもとづいて判断しなければならない  

オンラン出版がもたらす機会を活用しなければならない（字
数、画像、参考文献などへの不必要な制限を緩和し、重要性
とインパクトについての新しい指標を探る、など） 

http://www.editage.jp/insights/インパクト・ファクターの発展と衰退 



代替案はあるのか？ 

EigenFactor SCImago 

h-index 



The European Charter for 
Researchers 
欧州研究者憲章 
 安定性 

• 雇用者や資金提供者
は身分の不安定さが
研究に影響を与えな
いようにすべき 

• 研究者の雇用条件の
安定性の向上を確約
すべき 

キャリア開発 

• 雇用者や資金提供
者は雇用の形態に
関わらず、被雇用
者のキャリア開発
を考えるべき 

• キャリアの不確実
さを取り除くべき 

http://ec.europa.eu/euraxess/index.cfm/rights/europeanCharter 

http://ec.europa.eu/euraxess/index.cfm/rights/europeanCharter


研究代表者に求められる取組 

1. 若手の博士研究員と任期終了後のキャリア
パスについて意思疎通を図り、企業への就
職を含めた多様なキャリアパスに挑戦でき
るよう配慮する。 

2. 機関の取組への参加や、異分野も含めた研
究活動への主体的な参加を推奨する。 

3. 若手の博士研究員の進路状況を、機関と協
力して把握する。 

文部科学省の公的研究費により雇用される 若手の博士研究員の多様なキャリアパスの支援に関する
基本方針 ～雇用する公的研究機関や研究代表者に求められること～  
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ノーベル賞受賞対象となった論文を発表した年齢 

化学賞 
物理学賞 
医学生理学賞 

100％ 

50％ 

研究責任者（PI)の割合 

平成１９年科学技術白書 
我が国の大学・公的研究機関における研究者の独立の過程に関する分析 
－研究職歴と研究権限についての大規模調査－ 

ノーベル賞とPI率 



安定的な身分、フェアな競争 

時間の自由度高 

優秀な若者が憧れる 

精神的ゆとり 

社会問題の解決 
イノベーション 

優れた研究成果 

捏造への誘惑を断
ち切る 

ハイリスクの研究
に挑戦 

スキルアップに
投資 

社会で活躍 

私生活との両立 

流動しても不利益でないしくみ 

若手が独立 

博士に信頼 
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